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験のはじまりは 4 年の 6 月中旬からでした。筆記試験は土日が多いため気分転換も兼ねて春










 司書の専門試験：4 年の夏季休暇期間 
 ④『図書館職員採用試験 対策問題集 司書もん』シリーズ 3 巻 
（後藤敏行著, 図書館情報メディア研究会, 2014-2015 年） 
 ⑤『図書館ハンドブック』第 6 版補訂 2 版（日本図書館協会, 2016 年） 
 上記に取り組んだ期間を記入しましたが、おすすめしません。私を反面教師にしてなるべ
く早めから取り組む方がより確実に、落ち着いて励むことができると思います。 














●  履歴書の添削 
 4 年 4 月 立教大学キャリアセンター（池袋） 
●  面接/グループワーク 
 4 年 4 月 立教大学キャリアセンター（池袋） 
●  プレゼンテーション（司書職 2 次試験） 






































であれば、先に内定をいただいた自治体 A を信じてみよう、という結論に至りました。 
 
７ これから就職活動を迎える方へ 
おそらくほとんどの方にとって就職活動ははじめての経験であり不安をつのらせる日も
あるかと思います。だからこそ「自分のあるがまま」を大切にするとよいのかな、と思いま
す。無理に勉強スケジュールを組んだり試験で気負いすぎたりせず落ち着いて挑めば本番で
実力はついてきます。面接試験もあくまで自分の考えを伝える場ですから自分の意見を率直
に述べていくと面接官の方に思いが届くような気がしました。 
同時に私は「あるがまま」を保つために友人たち、アルバイトの職場の方々との時間を大
切にしていました。他者と話すなかで自身の気持ちを再開示して見つめなおすこともできる
でしょう。周囲の方も応援してくれていると思います。 
そして、これまで私の経験をお伝えしてきましたが、自分自身模索しながら就職活動を行
いました。そのためひとつの例だと捉えていただければと幸いです。手のひら返しのようで
恐縮ですが、自分で考えるなかで自身にあうやり方がきっと見つかります。 
就職活動中はどうしてもそれだけに重点を置いてしまいがちになりますが、それは他の
方々も同じです。だからこそ「あるがまま」を保ちながら困難を乗り越えることができれば
視野が広がり自身にとって大きなアドバンテージになると思います。就職活動を迎える方々
が自身の満足する指針へ歩むことができるよう心からお祈りしております。 
 
おわりに 
 改めて、私のこの文章をお読みいただきありがとうございます。 
私は司書での採用を目指し就職活動を行いましたが、果たして司書が自身にとって適性が
あったか、それはまだわかりません。また、大学生のときには見えなかった課題も複数ある
のではないかと推測しています。それも踏まえて、自身が挑戦できる資格を得たと思い引き
続き精進したいと考えております。 
 最後になりましたが、中村先生、ハモンド先生をはじめ司書課程で教授してくださった先
生方、アルバイトを経験させていただいた公立図書館の皆様、友人たち、私を励まし応援し
てくださったすべての方々に感謝申し上げます。ありがとうございました。 
 お読みの方へ自身の体験が少しでもお役に立てるのであれば嬉しい限りです。 
